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支援に行かれた先生のコメントが届く。（ニュース参照） 
 
【今後の支援方針について】第 6 回救援対策本部 
◆ 人的支援について 
・ 医師、看護師、コメディカル、介護職、事務と職種に関係なく、支援の希望者を募

る。 
・ 特に事務については、運転手、物資の仕分け等の支援にあたる人を募集。 

◆ 物資の支援について 
以下の物資を募集 

ビニールガッパ、ゴム長靴、生理用品、オムツ（介護用、子供用）マスク、新品の

タオル、粉ミルク（アレルギー用も）生理用品、新品の肌着、歯ブラシ、ホッカイ

ロ、厚手のごみ袋、すぐに食べられる食料品（缶詰、インスタント麺など）…食品

は最低 2 ヶ月以上の賞味期限のもの 
◎ カンパの継続現在カンパ額は 140 万円を超えた。 
◆ 広報活動 ニュースの発行、マスコミにも活動を紹介、全体の支援活動を盛り上げる。

◆ 節電、燃料の節約に職員・組合員みんなで取り組む。 
◆ 支援について 

第 1 陣の 3 名からは、坂総合病院には一日 100 名程度の支援者が駆けつけてお

り、病院としては 23 日から通常診療に移行｡これからは、地域の避難所に非難し

ておられる住民の方々の医療､精神面での救援、介護支援が必要になってくるでし

ょう｡ 中長期の支援のために、多くの支援希望者が必要。支援については、あく

まで希望者自身の意思と判断による支援で、広島医療生協の業務にはならないた

め、事故についても労災扱いではなく、勤務ではなく特別休暇扱いとする。 

広島中央

保健生協 

 医療支援第 1 陣が無事に帰広！ 
医療支援を希望の年齢制限を解除（ただし妊婦は不可）。 

  ＜第 1 陣が見てきた被災地の様子＞ 
○ 杉本先生は坂総合病院で午前・午後・当直帯で黄色のトリアージ（外来 支援)を

担当。20 日(日)夜当直で、その朝に東京経由で帰広。坂総合病院は 23 日から通常

診療に戻る。  
○ 支援に入った坂総合病院は落ち着いてきている。これからは各地の被災地の避難所

などへの支援（医療、物資）が必要。 
○ 第 2 陣 内科医師、看護師、検査技師 3 月 30 日(水)～4 月 4 日(月) 
○ 3 月 18 日（金曜）夕方の時点で医療支援希望者は 19 名。 

福島生協病院：医師 3 名、理学療法士 1 名、看護師 5 名、検査技師 2 名、放射線

技師 1 名 
生協さえき病院：医師 1 名、看護師 1 名、事務 1 名 
訪問看護ステーションコープ五日市：看護師 1 名 
地域包括支援センター：1 名、総務部 1 名、本部：1 名 

○ 藤原副理事長 藤原副理事長が全日本民医連被ばく対策本部長に。今週土曜・日曜

で福島県入る予定。 
 支援物資について 
○ 衣類の提供は中止。当面、下記を優先。 

入院患者用紙おむつ（テープタイプ）、歯ブラシ、入れ歯洗浄剤、台所用品、生

理用品、粉ミルク、アレルギー用ミルク、ペットボトル水、栄養補助食品 
 3 月 22 日までに寄せられたカンパ 

福島生協病院 職員分 690,000 円、窓口 28,088 円 
組合員から 59,296 円、本部から 60,000 円 
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 支援募金の状況 
OCR(21 日分) 6,451,900 円  店舗(22 日現在) 892,617 円 合計 7,344,517 円  

 3 月 17 日からみやぎ生協に派遣した支援隊第 1 陣は役目を終え、本日（22 日）昼に

無事大野事務所に高田隊長をはじめ 10 人全員、少し疲れた様子はあるものの元気に

帰着。  
 支援隊第 2 陣以降福島県に行く。役割として、店舗組合員の安否確認、倒壊した店舗

や組合員宅の瓦礫撤去や片付け、避難所への支援物資の搬送等。第 2 陣 4 名は、23
日(水)午前 9 時 30 分に大野事務所を出発し、28 日(月)広島着で派遣。  

 


